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岩手県のテニスの歴史に関する一考察
吉　田　　　実
はじめに
　テニスは明治初期に日本に導入されたスポー
ツで、日本に限らず世界の国々に多くの愛好者
がいる。プロテニス選手の錦織圭が 2014 年全
米テニス選手権大会で準優勝したことは、2011
年（平成 23 年）8 月より施行された「スポー
ツ基本法」の前文に掲載された、「（中略）国際
競技大会における日本人選手の活躍は、国民に
誇りと喜び、夢と感動を与え、国民のスポーツ
への関心を高める。」1）に当たると考える。また、
オリンピックでの日本人の活躍のなかで、初め
てメダルを獲得したのも、1920 年（大正 9 年）
アントワープオリンピックのテニス競技で銀メ
ダルを獲得した熊谷一彌選手と柏尾誠一郎で
あった。アントワープ大会から 100 年後の
2020 年東京オリンピックで更なる活躍を期待
したい。
　岩手県のテニスの起源について、「岩手の硬
式庭球の草分けはなんといっても太田の素封家
佐々木休次郎と舘沢繁次郎である。大正末期に、
2 人で庭球コートを造り、大いに岩手の庭球界
に貢献したことはあまり知られていないと思
う。（以下略）」2）と岩手県体育協会「岩手スポー
ツ五十年史」（以下「五十年史」という。）に明
記されている。
　今日、多くの人々に親しまれているテニスが
岩手県にどのような歴史的背景で普及したの
か、しかもその貢献を果たしたという彼らがど
のような人物像なのかは明らかにされていない。
　本研究は岩手県のテニスの起源について、県
下のテニスの歴史を整理しながら探るものであ
る。
１　テニスの日本への導入
　テニスが日本に紹介された時期について、日
本テニス協会は、「（中略）日本にテニスがいつ
入ってきたかは明らかでないが、イギリスで近
代テニスが始まった 1873 年の 1・2 年後には、
神戸の外国人居留地にテニスコートがあったと
いわれている。正式に日本に紹介されたのは
1878 年、文部省に体育伝習所が開設されてア
メリカからリーランド（G. Ａ .Leland）が教師
として就任し、テニス用具を取り寄せて学校体
育の一環として指導したのが最初である。」3）と
ある。
　そこで、その体操伝習所の内容について検討
する。学校体操の振興を図るために設立された
体操伝習所（明治 11 年から明治 19 年）の授業
は、「伝習所規則に定められたカリキュラムに
従って行われた。明治 12 年の開設当初には、
体操術・英学・和漢学・数学が学科として設け
られ、翌年には兵式体操が導入された」4）とある。
　次にテニスに関する具体的な検討をする。
　リーランド帰国（明治 14 年）後の明治 17 年
のカリキュラムは、「体操術、体育論、生理学
の三つの大きな分類に従って」5）構成され、「体
操術は、軽体操、歩兵操練、重運動、戸外運動、
操櫓術に分けられ（以下略）」6）とある。体操伝
習所設立とともにリーランドの通訳兼助手とし
て迎えられた坪井玄道は、「明治 18 年（1885 年）
体操伝習所の第 1 回卒業生で後に教員となる田
中盛業と協力して編纂し、日本初のスポーツの
ルールブックと称された『戸外遊戯法一名戸外
運動』を発表した7）。この『戸外遊戯法』につ
いては、「体操伝習所に最初にもたらした体操
の教科書、『新制体操法』、『新撰体操書』（とも
に明治 15 年）は、坪井玄道と田中盛業の『小
学普通体操法』（明治 17 年）、『戸外遊戯法』（明
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治 18 年）や、游座盈作の『新撰小学校体育全集』
（明治17年）のような本によって補足された。」8）
とある。テニスに関する記載は、この『戸外遊
戯法一名戸外運動』」の第十九に「ローンテニス」
のルールや用具についての紹介がある9）。
　これらのことから、リーランドがもたらした
学校体操が、体操伝習所からどのようにして岩
手県に受容されたかについて検討をすすめる。
２　体操伝習所と岩手の教員
（1）体操伝習のために上京した教員
　岩手県における明治時代の体操について論じ
た大久保によれば、「岩手から体操伝習に上京
した小学校教員について」の中で、「上京体操
伝習教員の出現した明治 17 年から 25 年の時期
は、岩手県において体操が県内各地に浸透して
いく時期であった。こうした体操の普及・浸透
過程において大きな役割を果たしたのが運動会
で、（中略）運動会の実施が学校における体操
実施の指標たり得るものである。」10）とある。
　また、明治 25 年までに岩手県各地で開かれ
た体操講習会と運動会の開催地域が、体操伝習
のために上京した体操伝習教員の出身地域と、
「ほぼ一致する。」11）ことを明らかにした。これ
らのこのことから、「運動会の盛んに行われた
地域が彼ら上京体操伝習教員を生み出したと見
ることができる。」12）とも指摘している。
　つまり、体操伝習所に紹介された体操教育は、
学校教育を背景とした指導で岩手県内に浸透し
ていったことが確認された。
（2）岩手に派遣された指導者
　文部省から派遣された指導者について、大久
保は、「（中略）文部省から派遣された形で岩手
県に来県した人々である。黒木常経、加納久宣、
原収造、山内卯太郎、木山田謙三、中館鎤吉、
富田恒三郎、長岡　盛、佐藤亀吉、金久保常吉、
安田次郎、らの名を見ることができる。長岡　
盛、金久保常吉については不明であるが、他の
9 名はいずれも体操伝習所や東京師範学校、大
学南校、陸軍戸山学校、陸軍教導団など中央の
学校を卒業し、岩手師範学校と岩手中学校の 2
つの県立学校を主な舞台として体操を指導した
人々である。岩手県に近代学校体育をもたらし
た人々と言ってよい。」13）と指摘している。そ
のなかで、岩手師範学校長（明治 10 年から明
治 12 年）に就任した加納久宣と岩手師範学校
兼岩手中学校教授（明治 14 年から 17 年）を務
めた原収造らについて、大久保は、「（中略）岩
手県の学校体育受容の初期の歴史には、傑出し
た 2 人の人物が関わっている。1 人は加納久宣
であり、1 人は原収造である。加納久宣は近代
教育における体操の果たす役割を深く認識し、
その導入に力があった人である。一方原収造は
近代的体育指導者として岩手県に教科としての
体操をもたらした人である。ともに岩手県学校
体育史上、父・母たる位置にあるといってよ
い。」14）と指摘している。また原収造の指導内
容について、大久保は、「（中略）その教材内容
は体操伝習所で指導した普通体操が中心であっ
た。」15）ことを明らかにした。
　これらのことから、岩手県内の学校において
繰り広げられた学校現場での体操指導や体操講
習会そして運動会の開催を通して近代学校体操
が普及する過程で大きな役割を果たしたのは、
中央から派遣された指導者と彼らの直接指導を
受けた岩手師範学校の指導者、そして体操伝習
のために上京した教員であったといえる。
　ここでテニスに注目すると、中央から岩手に
普及された近代学校体操の内容に、「庭球」や「テ
ニス」という言葉を見出すことができない。テ
ニスが日本に紹介された経緯について、日本テ
ニス協会は、「リーランド（G. Ａ .Leland）が
教師として就任し、テニス用具を取り寄せて学
校体育の一環として指導したのが最初である。」
と明記している。そこで、それらの言葉を見出
すために課外活動について検討をすすめる。
３　課外活動としてのテニス
　リーランド帰国後の体操伝習所は 1885 年（明
治 18 年）東京師範学校の附属から翌年、高等
師範学校昇格に伴い廃止され、同校の体育専修
科に改編された。
　その状況下のなかで、坪井玄道の「戸外遊戯
法一名戸外運動」（ローンテニス）はどのよう
な活動が展開されたのか疑問となる。坪井玄道
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について日本テニス協会のホームページに、「明
治 20 年代、ローンテニスは各学校の中で、徐々
に普及していった。1888（明治 21）年 10 月、
全寮制だった高等師範学校の舎監を兼務するよ
うになった坪井が、寄宿生たちの健康維持のた
めにローンテニスを推奨していたようすは、回
想記などでうかがわれる。1890（明治 23）年
に成立した第一高等中学校校友会では、文芸部、
陸上運動部、柔道部、ボート部、柔剣部，弓術
部、ベースボール部、遠足部とともにローンテ
ニス部が活動している。」16）とある。テニスが
課外活動として広まったことを示すものといえ
る。
　明治期の中学校の課外活動について論じた安
東は、「明治期における中学校校友会の創設と
発展の概観」の中で、旧制中学校の伝統を持つ
全国の新制高等学校 62 校の「学校史」から、
その前身である中学校校友会の創設と発展に関
する一覧表を掲載し論じている。そのなかの活
動内容には、「庭球」、「庭球部」、「ローンテニス」、
「テニス」という言葉をみてとれる。ちなみに、
庭球の名称について、日本テニス協会は、「明
治 27 年には、ベースボールが野球と訳され、
ローンテニスは庭球と訳された。」17）とある。
このことから「庭球」の名称は 1894 年（明治
27 年）頃から使われたと考えられる。
　安東は、「（中略）明治 19 年の「中学校令」
以前の中学校であれ、その創設期より、中学校
内には親睦や活動を目的とする生徒たち、そし
て卒業生を含めた活動団体が様々に作られてい
た。」18）と指摘している。そこで、安東の資料
に基づいて、校友会のなかにテニスがどのよう
な状況下で始められたかを探るために、「表 2.
明治期における中学校校友会設立とその発展に
関する一覧表」19）から、テニスを示す文字、「庭
球」、「庭球部」、「ローンテニス」、「テニス」を
みていく。
　その結果、岩手県に関しては、岩手中学（後
の岩手県立盛岡第一高等学校）は 1900 年（明
治 33 年）に校友会を設立し、1904 年（明治 37
年）の活動内容に庭球部をみることができた。
テニスは他県の活動内容から明治 30 年代前半
頃から全国的に校友会活動に組み込まれたこと
がみてとれた。また、安東は、課外活動の組織
化された校友会について、「（中略）特に府県内
に複数の中学校が創設されるようになった明治
30 年以降、他校との対抗戦がしきりに行われ
るようになり、校友会雑誌や各地域の新聞では
その様子が詳しく報じられていた。高等教育機
関とは異なり、各府県に複数設けられた中学校
は、地方に外来スポーツを紹介する媒体ともな
り、生徒ばかりではなく地域の人々の耳目を集
めた。」20）と言及している。隣県の秋田中学の
校友会でも、1900 年（明治 33 年）頃には、「野
球」、「蹴球」、「庭球」があることから、東北地
方にも庭球が校友会活動に導入されてきたこと
をみてとれる。岩手県では、明治 37 年に学校
対抗戦の皮きりとして、一関中学対岩手師範（師
範が大勝）という記録が残っている。（詳しく
は後述する。）
　1885 年（明治 18 年）、テニスが掲載された「戸
外遊戯法一名戸外運動」が坪井玄道らよって出
版された後、テニスを含めた近代体操の普及は、
東京を中心とした体操伝習所などの教員養成機
関がその中核となり、高等師範学校の卒業生が
地方の師範学校に赴任して指導しただけでな
く、地方の教員が体操伝習のために上京し、習
得した知識や指導方法を学校という枠組みのな
かで指導したことがきっかけとなったといえ
る。いずれにせよ、学校体操の普及を背景とし
てテニスが全国的な広がりを示したことに間違
いないようである。
　ここで、体操伝習所での「ローンテニス」、「テ
ニス」という名称が、「庭球」そして「軟式庭球」
という名称で親しまれている訳には、日本独自
のボールの発明があったことは周知のことであ
るが、その経緯について改めて検討する。
4　テニスボール
　テニス用具については当初輸入品であったた
め、テニスをプレーするには用具不足であった。
そこで我が国は用具を工夫することで日本独自
の遊戯として軟式庭球を発明し、本家のテニス
より一足先に全国に広まったのである。同様に
軟式庭球の普及について、日本テニス協会は、
「（中略）ラケットもボールも輸入品で、当時の
一般の日本には高価すぎて普及には至らなかっ
盛岡大学短期大学部紀要　第25巻
― 54 ―
た。1890 年にテニスを学校体育に取り入れる
意図で、玩具用『ゴムまり』をつくっていた三
田土ゴム会社にテニス用のゴムボールの生産が
依頼され、軟式用のボールがつくられ始めた。
こうして始まった軟式テニスが早いスピードで
全国に広がったのは、東京高等師範学校に取り
入れられ、そこで習った学生たちが各地の学校
に赴任して軟式テニスを指導するという形で、
広く地域に根を広げていったからである。」21）
とある。
　そこで、軟式庭球が全国的な広がりを見せる
なかで、テニスは「硬式庭球」、「庭球」そして
「テニス」などの名称で呼ばれた。この様な状
況下でテニスがどのような経緯で岩手に普及さ
れたかを検討していく。
5　岩手県のテニスの始まり
　日本のテニス普及の経緯から、テニスと軟式
庭球の両者の歴史を探ることが重要と考え、そ
れぞれの起源を、「五十年史」からみていく。
　「テニス」は、「岩手の硬式庭球の草分けはな
んといっても太田の素封家佐々木休次郎と舘沢
繁次郎である。大正末期に、2 人で庭球コート
を造り、大いに岩手の庭球界に貢献したことは
あまり知られていないと思う。」22）とある。（こ
の大正末期を大正 14 年《1925 年頃》と推察す
る。）
　一方「軟式庭球」では、「（中略）1904 年（明
治 37 年）水沢の国際緯度観測所長木村栄博士
はテニスコートを創設、所員や町民に開放した
（以下略）」23）とある。これらの内容を具体的な
エピソードで探るために、岩手日報社発行の「岩
手のスポーツ人―岩手日報社編」24）（以下「岩
手のスポーツ人」という。）からみていく。
（1） テニスの歴史
　テニス（庭球）の起源について、「岩手のスポー
ツ人」では、「当時県内で岩手郡太田村（現在
盛岡市太田）の豪農佐々木休次郎が館沢繁次郎
らとともに太田ローンテニスクラブをつくり、
軟式庭球をやっていた。二人はどちらからとも
なく『本格的な庭球を見たい』ということで昭
和 2 年その招きに応じて来盛したのが、清水善
造である。」25）とある。清水善造の模範試合に
ついて、「五十年史」の「庭球」執筆者柴内英
三は、「盛岡高等農林学校（現在の岩手大学）が、
やがて硬式庭球を採用し、元デ杯選手の清水善
造が来盛し、画家の清水七太郎、金田一煕（い
ずれも故人）らが、盛岡高農のコートで模範試
合を行なったのを覚えている。」26）とある。こ
れは、テニスに先駆けて軟式庭球が普及し、そ
の広がりを示すものであったといえる。この状
況下で国際的な活躍をしていた清水善造を呼び
寄せた佐々木休次郎とはどのような人物なのか
を探っていく。
　佐々木休次郎（明治 28 年生）は期せずして、
「岩手のスポーツ人」の「スケート」にその名
前をみることができた。「佐々木は岩手郡太田
村上太田（現在の盛岡市太田）の生まれ、家は
村きっての豪農で、今でも『宰郷（サイゴウ）』
の屋号でしられる。」27）とある。また、「スケー
トで最も早く競技の形態として発達したのは
フィギュアである。（中略）文化人を自称する
特定の層の遊戯だったことが発達に関係する。
（中略）大正時代に外国式のフィギュアを試み
た県人がいる。佐々木休次郎である。（中略）
スウェーデン製のサルコーとも推定される。と
もかくエッジの先端にはギザギザのついた風変
わりな外国製品にスケート仲間は驚いた。佐々
木は新しいものには何でも目を向けたし、人一
倍コリ性。フィギュアにもたちまち熱中した。
盛岡農学校時代は、盛んに学校近くの“農学校
たんぼ”の氷上で乱舞した。」28）とある。（図 1
参照）
図 1　演技を披露する佐々木休次郎
（大正十二年当時）「岩手のスポーツ人」pp.71 より
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　佐々木は、コリ性な性格に加えて慕われる面
もあった。「人情家だから、家に備えたクツス
ケートをみんなに貸し、小学校の先生や青年た
ちが見よう見まねでフィギュアの弟子入りをし
たらしい。当時としてはまさに進歩的ともいえ
るスケーターだった。」29）とある。また、音楽
の分野でも才能を発揮した。それは館沢繁次郎
らと組んで活動した弦楽四重奏楽団『太田クァ
ルテット』である。平成 27 年（2014 年）7 月
8 日「盛岡タイムス　WebNews」の記事に彼
らの名前をみることができた。「（中略）太田クァ
ルテットはチェロの梅村保、ビオラの館澤繁次
郎（1899-1944）、第一バイオリンの佐々木休次
郎（1895-1944）、第二バイオリンの赤沢長五郎
（1898-1970）の 4 人が、1914（大正 3 年）に結
成した。」30）とある。この記事は、彼らの曾孫
たちが創立 100 周年を迎えるにあたる 2014 年
に記念公演を開いた内容である。佐々木休次郎
は軟式庭球に留まらず、当時としては色々なも
のに興味を抱き多芸ぶりを発揮していたといえ
る。
　これらのことから岩手県におけるテニスは、
進歩的な考えをもった佐々木休次郎と館沢繁次
郎らの先人によって産声を上げることになる。
その後、テニスは盛岡高等農林学校へと広がり
始まる。「岩手のスポーツ人」には、「昭和四年、
盛岡高農に部が誕生、部員 7 人でスタートした。
同時に県人が県外で、庭球の世界に飛び込んで
いる。一関中学から農大に進み後の主将もつと
めた照井敏雄（元県農協中央会副会長）、盛岡
中学から早大第一高等学院にはいった柴内英三
（現盛岡商教諭）、同じく盛岡中学から東京商大
に進んだ藤原啓治（現岩手トヨペット取締役総
務部長）らである。早く第一線におどり出たの
は柴内である。盛岡中学時代は軟式庭球で東北
のピカ一的存在だったが、早稲田大学高等学院
入りしてから硬式に切り替え、昭和六年には関
東学生新人戦のシングルスに優勝するまでに腕
が上がった。同八年には当時の学生庭球界を二
分していた早慶戦にも出場、在学中満州、朝鮮
にも遠征、卒業後は上海に渡り活躍している。
（中略）残念なことに柴内ら中央で活躍した選
手は、大学を卒業してしまうと郷里に帰らず
せっかくまいたタネも芽を出せずじまいになっ
てしまった。」31）とある。
　その後、戦後を挟んで 1956 年（昭和 31 年）
に岩手県庭球協会が設立となる。「岩手スポー
ツ人」のなかに、「一月に戦前派の柴内、藤原、
橋本らに加えて、岩手大学の牧高冶（元農学部
教授、学生部長、現仙台在住）、大野守（現農
学部教授）、山脇儀三郎（現京大職員）、藤井甲
子郎（現富山県警）らが中心となって待ち望ん
でいた県庭球協会が設立、事務局を岩手大学に
置いた。初代会長には、当時の岩手大学学長、
鈴木重雄（現江刺市在住）を据え、わずか十数
名の会員で出発した（中略）会長はその後、草
創期の恩人、館沢繁次郎が受け継ぎ、現在は岩
動道行（現衆議院議員）になっている。」32）と
ある。昭和 31 年岩手県庭球協会設立とともに、
岩手県体育協会そして東北庭球協会へ加入する
ことで組織が動き出した。同年の東北国民体育
大会予選庭球大会・壮年部（四十五歳以上）で
優勝し、兵庫国体に出場することができた。協
会設立のメンバーは競技会でも活躍したので
あった。当時の選手は柴内英三、秦良麿、山脇
儀三郎である。（図 2 参照）
図 2　昭和 31 年東北国体予選庭球大会
右から柴内英三、秦良麿、山脇儀三郎である。
「五十年史」pp.110 より
　初出場した兵庫国体では強豪京都に敗れた
が、国体出場は岩手県庭球協会にとってはまた
とない好スタートだった。
　岩手県のテニス普及を考える上で、フロン
ティア精神に溢れた佐々木休次郎と館沢繁次郎
が大正末期にテニスコートを先駆けて造成し、
国際大会で活躍している清水善造を盛岡に招聘
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した偉業は岩手県のテニス界で忘れることがで
きない。
　協会の結成とともに競技人口も増え、協会設
立前から部活動をしていた岩手大学、岩手医科
大学に加えて社会人クラブも結成され、テニス
を親しむ愛好者が増えてきた。
　高等学校の部活動について「岩手のスポーツ
人」のなかに、「（中略）高校でも三十七年に盛
岡一高が硬式を採用、これに続いて盛岡工、大
船渡、盛岡四に部が生まれ（以下略）」33）とある。
そして 1970 年（昭和 45 年）岩手国体について、
「続・岩手のスポーツ人」のなかに、「岩手国体
のテニス（当時は庭球）競技は昭和四十五年十
月十一日から四日間、盛岡市の県営運動公園
コートを主会場に開催された。本県は開催県に
与えられた全四種目出場を果たし、一般男女、
高校女子がそれぞれ 5 位入賞、天皇杯（男女総
合）順位 8 位、皇后杯（女子総合）順位 7 位と
健闘した。」34）とある。男女総合順位 8 位とい
う好成績は、県内のテニス競技者が高等学校か
ら大学そして社会人にまで広まり、その後のテ
ニス普及に向けて大きな弾みを示すものであっ
たといえる。
　岩手県テニス協会会長そして東北テニス協会
会長を歴任した柴内英三は、テニスをとおして
スポーツ振興を図ったことが讃えられ、1991
年（平成 4 年）勲六等旭日章を叙勲した。また、
協会設立当初から要職を歴任し協会の組織づく
りとテニスをとおしてのスポーツ振興を図った
ことが讃えられた藤原啓治も、1994 年（平成 6
年）勲六等単光旭日章を叙勲した35）。岩手のテ
ニス界にとって、彼らの活躍が礎となり今日の
普及があったといっても過言ではない。
　岩手国体以後の全国大会の活躍を、「続・岩
手のスポーツ人」からみると、1984 年（昭和
59 年）の奈良国体での少年女子、盛岡四高（北
田まゆみ・佐藤美香子ら）のベスト 8 入賞があ
る36）。彼女らは東北大会で上位成績を収めなが
ら全国の壁は厚いものがあった。しかし、全国
大会ベスト 8 入賞は岩手県テニス界としては岩
手国体以来の快挙であった。一般の大会では、
1980（昭和 55 年）「ヤマハカップファイナルつ
ま恋大会（静岡）」での菊池真博（モリオカロ
イヤル）・麓隆一（千厩小教）の優勝が代表的
であった37）。（図 3 参照）
図 3　ヤマハカップつま恋全日本大会
菊池真博・麓隆一組	
「岩手県テニス協会三十年のあしあと」pp.27 より
　全国大会での優勝は、岩手のテニスの発展の
可能性を示す大きな一歩であるといえる。
（2） 軟式庭球の歴史
　岩手県における軟式庭球の起源は、1904 年
（明治 37 年）水沢の緯度観測所のテニスコート
であると掲載されている。その内容を「岩手の
スポーツ人」では、「（中略）本県での初期時代
のエピソードとして忘れられないのは、Ｚ項で
名高い木村栄の功績である。明治三十二年、水
沢の緯度観測所長に就任した木村は、同三十七
年、庁舎の一角にテニスコートをつくった。そ
して職員にレクリエーションの場所を提供する
とともに、広く町民にも開放した。」38）とある。
（図 4 参照）
図 4　水沢の緯度観測所のテニスコート
「岩手のスポーツ人」の口絵40）より
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　学校対抗試合が初めて行われたのは、「五十
年史」そして、「岩手のスポーツ人」ともに、
明治 37 年 7 月の岩手師範と一関中学との間で
行われたものとある。一関中学39）は岩手県の
西磐井郡に位置し 1898 年（明治 31 年）「岩手
県立一関尋常中学校」として創立、1899 年（明
治 32 年）「岩手県立一関中学校」と改称、1879
年（明治 13 年）創立の岩手中学校41）に次ぐ歴
史がある。
　ここで一関中学が何故、最初の学校対抗戦に
登場するかを検討するために、この中学につい
てさらに検討をすすめる。西磐井群の学校体操
の歴史に関して、大久保は、「地方における近
代学校体育の受容過程」の中の表 142）のなかに、
体操講習会・試験会の実施時期は明治 19 年 8
月 1 日から 3 週間、場所は西・東磐井郡で、種
別は教員講習会そして指導者は師範学校教員木
山田謙三とある。このことから、西磐井郡では
文部省から派遣され、岩手に来県した木山田謙
三の指導を直接受けていたことがみてとれる。
つまり西磐井地域は岩手のなかで早い時期に近
代体操が浸透していたことが推測される。した
がって、軟式庭球が岩手に普及した背景には、
明治三十年代に全国に普及された状況と同じ傾
向が示されたことになる。「五十年史」の「軟
式庭球」のなかに、「（中略）高師出の先生たち
が岩師などに赴任して、生徒に教えるのに、ま
るでフロンティア（開拓者）のようにハッスル
したそうだ。つまり、高師が種をまき、岩範が
たがやしたわけだ（以下略）」43）とある。この
言葉は妙を得ていると言える。
　岩手県では、明治 37 年一関中学対岩手師範
の学校対抗戦を皮切りとした対抗試合につい
て、「岩手のスポーツ人」の中からみていく。「（中
略）明治から大正初期にかけて学校対抗や各地
に続々と生まれたクラブの対抗試合が行われて
いたが、大正十年急速に台頭してきた盛岡の杜
陵クラブが青森、函館とリーグ戦をもつように
なり、この大会はかなり続けられた。これをきっ
かけに宮城県との対抗試合、北日本庭球大会な
ど県外交流もにわかに活性化してくる。」44）と
ある。一般男子の個人戦として出場したダブル
スでは、大正十三年全日本選手権で金田一（教
員）・小倉（県庁）組は善戦しベスト 8 まで進
出した。また、中学の活躍について、「昭和に
入ると、県下各地に軟式庭球を採用する学校が
ふえ、驚くほどの広がりをみせた。」45）とある。
「（前略）昭和七年第一回全国中等学校選手権の
団体戦では（中略）福岡中学は善戦むなしく 2-
1 で惜敗した。」46）とある。
　終戦後のテニス界の状況について「岩手のス
ポーツ人」には、「（中略）昭和二十年、終戦を
迎えるとともに各競技団体の立て直し計画は苦
労の連続だった。用具不足、コートは食糧増産
のために芋畑にへんぼうしていて、元に戻すの
にやっかいな状態、加えて選手も方々に散って
いた。」47）とある。　　
　その後、戦前に活躍していた選手たちが帰郷
して立ち直りが図られた。そのなかで代表的な
藤沢省三・鈴木宏策を挙げる。「（中略）藤沢は
岩手中学から中大に進み、卒業後長いこと北京
で生活、北京軟庭界の大物といわれた。」48）そ
して、「（中略）鈴木は盛岡中学から早大に進み、
主将をつとめ、六大学リーグ戦、全日本学生選
手権、全国東西対抗など活躍の場も広く（以下
略）」49）とある。「多彩なわざを持っている彼ら
の帰郷は、沈滞していた県軟庭界に新風を吹き
込んだ。」50）とある。
　その後の活躍を「岩手のスポーツ人」と「続・
岩手のスポーツ人」からみていく。「（中略）昭
和二十二年、金沢で開かれた第二回国体には一
般男子と中等学校男子が東北予選を勝ち抜いて
出場した。」51）とある。「昭和二十四年全国高校
選手権で（中略）盛岡一高の石塚・工藤組は第
三位となったのである。」52）とある。
　女子については「（中略）大正十二年の秋に
初めて女子選手権がもたれ、盛岡高女と岩手女
子師範が大接戦を演じて（以下略）」53）とある。
「昭和 21 年新潟の北日本大会で宮古女学校の大
井・藤田組が優勝している。」54）とある。また、
女子の輝かしい活躍について「続・岩手のス
ポーツ人」には「（前略）ハイライトは平成四
年十月に小原（盛岡市）・佐々木公子（一関市）
組が韓国の大邱市で開かれた第十回アジア壮年
選手権の女子個人戦一部（35-44 歳）で優勝し
たことが挙げられる。」55）とある。女子選手の
国際的活躍は岩手県軟式庭球の選手層の厚さを
示すものであり、東北での活躍はもとよりその
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勢いは全国大会にも及んでいた。
　少し戻るが、昭和 21 年（1946 年）第一回の
国体では東北予選で敗退し出場は出来なかった
が、第二回金沢国体からは何度となく出場を重
ねるようになり、「昭和 31 年の兵庫国体の教員
種目で優勝」56）を勝ち取った。「昭和 45 年岩手
国体教員種目で 14 年ぶりの優勝」57）すること
で、再び頂点に立つことができた。そして「平
成十一年全国高等学校総合体育大会（岩手イン
ターハイ）で黒沢尻北高校が優勝」したのであ
る58）。
　軟式庭球の全国大会優勝という輝かしい成果
について、その要因を検討すると、なんといっ
ても教員の活動があると考える。
　国体に教員種目が採用された昭和 30 年（1995
年）神奈川国体から昭和 49 年（1974 年）茨城
国体までの 20 年間に岩手教員チームは 20 回連
続出場を果たした。この素晴らしい成果につて、
「続・岩手のスポーツ人」には、「（中略）二十
年間のうち優勝二回、準優勝二回、4 位二回、
5 位十回で計十六回入賞の好成績は他の競技も
含め県勢の種目の成績では文句なしに上位にラ
ンクされる。国体に出場するには東北地区予選
で 1 位にならなければ出場権を得られない。す
なわち二十年連続出場は、東北大会で二十連勝
達成の偉業を成し遂げたことになる。全国を見
通しても他の地区ではありえないことであり、
他県勢から高い評価を受け、恐れられた存在
だった。」59）とある。
　その要因について、「（中略）強さの秘密はど
こにあったのだろうか。選手のほとんどは学生
時代から競技に親しんだことがまず挙げられ
る。社会人になってからは高校や中学校のクラ
ブ活動の顧問として生徒と一緒にラケットを振
るった。一般男女の選手に比べ練習量が豊富
だったことと、勤務が異なっても仲間同士で研
さんを積み、競技会で競い合った。東北の大会
で他県勢と手合せをするより県内大会で代表権
を勝ち取る方が至難なほどの層の厚さがレベル
向上に結び付いた。こうした中から前衛、後衛
のコンビが必然的に生まれていく。」60）と解説
している。
　この要因解説と同様に、学校体育を背景とし
た部活動とそれを指導した熱意溢れる指導者が
継続的に輩出されている岩手県軟式庭球界の確
固たる基盤の強さを感じる。
　ここで、これまでの岩手県内外のテニスにま
つわる出来事を庭球と軟式庭球を合わせ岩手の
テニス界とし、テニス解説年表にまとめる。（表
1 参照）
６　まとめ
　岩手のテニスの起源について、以上述べてき
たことをまとめる。
（1）岩手の硬式庭球の草分けとなった佐々木休
次郎と館沢繁次郎の人物像については次の
ことが明らかとなった。
　①二人は盛岡市近郊である旧太田村の豪農に
生まれ、いろいろな分野で才能を発揮した。
佐々木はフィギアスケートの活動、そして
館沢とともに活動した弦楽四重奏楽団『太
田クァルテット』で、より高い水準を求め
る人物像が明らかになった。二人はテニス
でも最高水準を求めるために清水善造を招
聘したことが明らかになった。
　②明治から昭和初期にかけて、学校体育以外
でのテニスコート造りは国の施設（水沢緯
度観測所など）や一部の豪農などの財産家
によって造られていた。岩手県の財産家の
なかのテニスに関する例を参考に示す。
 参考…南部家・盛岡藩四十三代当主南部利
淳が 1908 年（明治 41 年）盛岡に南部家別
邸を建てた。その際、テニスコートも造ら
れたとある61）。（図 5 参照）
図 5　この南部家別邸前のテニスコートは岩手県で
最初につくられた
「時代の光景―旧盛岡藩主南部家のアルバムから」
pp.74 より
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表 1　テニス解説年表（岩手県のテニス界を中心とする）  
期　日 内　容
1873（明治	 6 年）英国ウィンフィールド少佐がテニスを発表
1～2年後　神戸にテニスコートがあったとの説
1877（明治 10 年）岩手師範学校に加納久宣が就任
1878（明治 11 年）文部省が体操伝習所設置　リーランドが伝習所にテニスを紹介
1881（明治 14 年）坪井玄動が伝習所に通訳として着任
岩手師範学校岩手兼務中学校教授に原収造が就任
1884（明治 17 年）リーランドが帰国
岩手の教員が体操伝習のため上京
1885（明治 18 年）坪井玄動・田中盛業「戸外遊戯法」出版
体操伝習所は東京師範学校附属から翌年高等師範学校昇格にともない体育専修科に改編
1886（明治 19 年）岩手県、西・東磐井郡で「体操講習会・試験会」開催
1888（明治 21 年）坪井玄動が高等師範学校の寮生にローンテニスを奨励
1890（明治 23 年）三田土ゴム会社　軟式用のゴムボール製造
第一高等学校校友会の成立　ローンテニスの活動がある
1898（明治 31 年）岩手県立一関尋常中学校創立
1900（明治 33 年）頃 秋田中学に校友会の導入　野球、蹴球、庭球
1904（明治 37 年）一関中学校と岩手師範学校の対抗戦【軟式】
岩手中学（後の盛岡第一高等学校）校友会に庭球部【軟式】
水沢緯度観測所　木村栄所長がテニスコート創設【軟式】
1908（明治 41 年）盛岡藩・南部家別邸建設（テニスコート造成）
1914（大正		3 年）佐々木休次郎と館沢繁次郎らが弦楽四重奏楽団「太田クァルテッド」を結成
1923（大正 12 年）佐々木休次郎　スケート練習の写真
盛岡高女と岩手女子師範の対抗戦【軟式】
1924（大正 13 年）全日本選手権で金田一（教員）・小倉（県庁）組がベスト 8【軟式】
1925（大正	末期）佐々木休次郎と館沢繁次郎が岩手郡太田村に庭球コートを造る
1929（昭和	 4 年）盛岡高等農林学校に硬式庭球部誕生
1931（昭和	 6 年）盛岡中学卒の柴内英三が早稲田大学高等学院に進学　関東学生新人戦優勝
1932（昭和	 7 年）第一回全国中学校選手権、団体戦で福岡中学が決勝で惜敗【軟式】
1946（昭和 21 年）北日本大会で宮古女学校の大井・藤田組が優勝【軟式】
1947（昭和 22 年）石川（金沢）県国体に一般男子と中等学校男子が出場【軟式】
1956（昭和 31 年）岩手県庭球協会設立
兵庫国体に柴内英三、山脇儀三郎、秦良麿が出場
1956（昭和 31 年）兵庫国体教員種目で岩手県チーム優勝【軟式】
1963（昭和 38 年）秋田国体で高校男子第三位【軟式】
1970（昭和 45 年）岩手国体開催
教員種目で岩手県チーム二度目の優勝【軟式】
1980（昭和 55 年）ヤマハカップファイナルつま恋大会　菊池真博（モリオカロイヤル）・麓隆一（千厩小教）優勝
1984（昭和 59 年）奈良国体で北田まゆみ・佐藤美香子（盛岡四校）少年女子ベスト 8入賞
1991（平成	 4 年）柴内英三勲六等旭日章を叙勲
第十回アジア壮年選手権（韓国）、（35-44 歳）の部で小原（盛岡市）・佐々木（一関）組優勝【軟
式】
1993（平成	 6 年）藤原啓治勲六等単光旭日章を叙勲
1999（平成 11 年）岩手インターハイ開催
岩手インターハイで黒沢尻北高校が優勝【軟式】
2016（平成 28 年）希望郷いわて国体開催予定
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（2）体操伝習所に紹介されたテニスは、坪井玄
道らの「戸外遊戯法一名戸外運動」の一種
目として近代体操のカリキュラムの中に組
み込まれ、東京を中心とした中央から地方
へと浸透していった。岩手県においては、
上京して体操伝習を受講した教員や、文部
省から派遣され岩手に赴任した教員らに
よって、普及していった。
（3）1890 年（明治 23 年）の軟式ボール発明と
製造から学校教育の枠組みのなかで、軟式
庭球は普及の速度を早め、校友会（課外活
動）の中で展開されたことが明らかになっ
た。
（4）岩手県に於ける軟式庭球とテニスそれぞれ
の普及の歴史から言及する。
　軟式庭球の活躍は大正末期時代から始まる。
幾度となく全国大会の優勝を果たしている要因
には、学校教育を背景とした部活動とそれを指
導した熱意溢れる指導者が継続的に輩出されて
いることにあると考える。
　テニスは昭和初期から始まる。軟式庭球を経
験した選手らが大学進後に庭球に切り替え活躍
していたが、プレーできるコートや課外活動は
限られていた。しかし、なかには国際大会で活
躍した選手や全国大会優勝者そして上位 8 入賞
者などを輩出していることは、国内大会で上位
を狙える可能性があることを示している。今後
に期待したい。　
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